
学校番号 １００１ 

令和２年度 保健体育科 

 

教科 体育 科目 スポーツⅡ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・一般体育では行わない種目を理解し、実践しよう。 

・種目を通して、人間関係など、様々なことを学ぼう。 

・ルールを理解し、怪我の無いように取り組めるようにしよう。 

 

２ 学習の到達目標 

・健康・安全・運動についての理解を深める。 

・生涯にわたって計画的に運動に親しむ資質や能力を養う。 

・各種目の基本技術の理解を深め、競技を行う 

・各種目の努力目標の設定方法と実践、評価 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c: 運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

安全に十分に配慮し、

事故を起こさないよう

にする。それを大前提

として、科学的、そして

理論的に各種目に取

り組むことに関心を持

つ。 

チームスポーツとして

の各種目の競技能力

を向上させるためには

どのように取り組めば

効率よく出来るのかを

考え、判断し、それらを

実行できる。 

各種目の基本技術の

修得、フォームの美し

さ、強さの向上を目指

す。仲間と切磋琢磨

し、練習に取り組む。 

練習用語や、テクニッ

ク用語、その他の名

称や、行い方を理解

している。行う上での

事故防止についての

知識、理解がある。 

評
価
方
法 

授業態度 

提出物 

授業態度 

提出物 

記録測定(スキルテス

ト) 

授業態度 

練習タイム 

記録測定(スキルテス

ト) 

授業態度 

提出物 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

       

それぞれの種目の特性を理解

し、技術を習得する。 

また、運動を通して各自の役割を

認識して、行動する力をつける。 

○ ○ ○ ○ a:基本的技術を練習し正確な動作を

習得。 

b:基本技術の習得と向上、メンタル

を含み、スポーツとしての楽しさを

知る。 

c:動作や正確性。 

d:ゲームや練習を協力して安全に行

う。 

練習態度 

提出物 

記録測定(ス

キルテスト) 

２
学
期 

 

それぞれの種目の特性を理解

し、技術を習得する。 

また、運動を通して各自の役割を

認識して、行動する力をつける。 

○ ○ ○ ○ a:基本的技術を練習し正確な動作を

習得。 

b:基本技術の習得と向上、メンタル

を含み、スポーツとしての楽しさを

知る。 

c:動作や正確性。 

d:ゲームや練習を協力して安全に行

う。 

練習態度 

提出物 

記録測定(ス

キルテスト) 

３
学
期 

 

それぞれの種目の特性を理解

し、技術を習得する。 

また、運動を通して各自の役割を

認識して、行動する力をつける 

○ ○ 

 

○ ○ a:基本的技術を練習し正確な動作を

習得。 

b:基本技術の習得と向上、メンタルを

含み、スポーツとしての楽しさを知

る。 

c:動作や正確性。 

d:ゲームや練習を協力して安全に行

う。 

練習態度 

提出物 

記録測定(ス

キルテスト) 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c: 運動の技能      d:知識・理解 

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項

目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


